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●コアジョイントの変位吸収角●コアジョイントの変位吸収角●コアジョイントの変位吸収角●コアジョイントの変位吸収角

ＫＯパッキンの変位吸収角の確認写真

●立て管における層間変位角 ●立て管における層間変位角 ●立て管における層間変位角 ●立て管における層間変位角 

①コアジョイントの変位吸収角：３°

②地震による層間変位角：０°１７′
tanθ＝1/200　より　θ＝０°１７′

③施工時に許容される誤差調整角：２°４３′

（コアジョイントの変位吸収角）－（地震による層間変位角）
＝（施工時の許容誤差調整角）

（３°）－（０°１７′）＝（２°４３′）
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　固有周期が短い剛構造から、周期の長い柔構造へと、建物の耐震技術の研究が進み、高さが１００ｍを越える
ビルだけでも４００棟を数えると聞いています。柔構造の建物に設置される配管は、その揺れに対応できるもの
が要求されます。当社の排水用特殊継手の配管接合部に使用しているパッキンの変位吸収角を確認いたしま
したので、ご報告いたします。


